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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

近年の温暖化により、モモの収穫期が前進していることから、精度の高い予測システムの開発
が求められている。予測の精度は、予測システムの精度の他、観測日以降の予報気温に依存する
が、気象庁が提供する 1 か月予報気温を利用できるよう改良したところ、モモ「あかつき」の硬
核期、収穫期予測の精度が向上した。                                                                                                        

（１）モモの硬核期・収穫期予測システムは、2023 年度に改良した DVR によるモモ「あかつき」
の硬核期・収穫期予測プログラムの気温入力シートを更に改良し、観測日までは果樹研究所
の最高・最低気温の観測値、観測日以降は気象庁が提供する週間予報（1 週目の最高･最低
気温）及び 2 週間予報（2 週目の最高･最低気温）に加えて、1 か月予報（3～4 週目の平均
気温）の平年差を果樹研究所の平年値に加算することで予測を行うシステムとした（図 1）。 

（２） 硬核期開始日の予測は、予測を開始する 4 月 15 日から徐々に精度が向上するが、予測時期
が早いほど、従来法や現行法に比較して、改良法は精度が向上した。また、収穫開始日及び
収穫盛期日は、硬核期開始予測日又は硬核期開始日が予測開始日となるが、予測時期が早い
ほど、改良法は精度が向上した（図 2）。 

（３）改良した予測システムでは、１か月予報を利用した予測に加えて、観測日以降の気温が平年
より 3℃高い場合など、任意の条件での予測も可能とした（データ省略）。 
 

２ 期待される効果 

（１） モモ「あかつき」の硬核期、収穫期を高い精度で予測し、情報提供することで、管理作業の
準備や販売に向けた取組を早期から行うことが可能となる。 

 

３ 適用範囲 
（１） 県内のモモ産地 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 現地の生育を予測する場合は、果樹研究所との生育差を考慮する。  



   
Ⅱ 具体的データ等 
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図２ 硬核期予測モデルの精度 
1991年～2020年のRMSE：1.4日、最大誤差：3日 

図２ モモ「あかつき」の硬核期・収穫期予測システムの精度 
注1）縦軸は、2018年～2024年の予測時における推定誤差（ＲＭＳＥ：二乗平均平方根誤差）、横軸は、予測を実施した日を示す。 

注2）観測日のＲＭＳＥは、硬核期開始日が1.6日、収穫開始日が1.8日、収穫盛期日が1.9日。 

図 1 予測システムにおける気象予報の活用 
注)平年値は果樹研究所の平年値、週間天気予報、2週間気温予報、1か月予報気温
は、気象庁が提供する予報気温。 
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